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一
序

紀
元
後
八
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
で
、
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
（
も
し
く
は
マ
ー

ダ
ヴ
ァ
ヵ
ラ
）
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
言
－
ガ
・
ヴ
ィ
ニ
シ
ュ
チ

ャ
ヤ
』
（
病
気
の
診
断
）
と
い
う
書
物
が
著
さ
れ
た
。
こ
の
書
物
は
、

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
、
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
、

『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ
ャ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
な
ど
、
古
代
イ

ン
ド
の
医
学
「
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
の
代
表
的
な
文
献
か
ら
、

臨
床
治
療
の
上
で
特
に
重
要
な
疾
病
・
症
候
の
原
因
と
病
理
に
つ

い
て
の
記
述
を
抜
粋
し
、
疾
病
・
症
候
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
章
を
立

て
て
配
列
し
、
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
医
学
書

か
ら
の
引
用
だ
け
で
は
な
く
、
著
者
自
身
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
独
自
の
見
解
も
散
見
さ
れ
、
こ
れ
以
前
の
医
学
書
で
は
扱
わ

れ
た
こ
と
の
な
い
病
名
も
見
ら
れ
る
。
同
書
は
、
そ
の
内
容
の
確

33

古
代
イ
ン
ド
の
病
理
諭
書
「
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・

ニ
ダ
ー
ナ
」
に
つ
い
て

山
下
勤

か
さ
と
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
参
照
に
便
利
な
編
集
方
法
に
よ

っ
て
、
多
く
の
臨
床
医
の
間
で
好
評
を
得
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
後
に
は
作
者
の
名
を
冠
し
て
「
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・
ニ

ダ
ー
ナ
』
（
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
に
よ
る
病
理
論
）
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
イ
ン
ド
医
学
の
古
典
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
疾
病
・
症
候
の
分
類
法
は
、

イ
ン
ド
医
学
に
お
け
る
疾
病
分
類
の
一
つ
の
基
準
と
さ
れ
、
後
の

医
学
書
の
多
く
が
こ
の
分
類
を
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

二
「
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・
ニ
ダ
ー
ナ
」
の
内
容

同
書
は
約
千
五
百
三
十
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
韻
文
か
ら
成

り
、
六
十
九
の
章
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
は
、
病
気
の
診

断
の
際
に
重
視
す
べ
き
五
つ
の
項
目
（
①
病
因
、
②
前
駆
症
状
、
③

症
状
、
④
試
験
的
治
療
の
結
果
、
⑤
病
気
の
発
現
の
仕
方
）
に
つ
い
て

の
概
論
的
な
章
で
あ
る
。
第
二
章
か
ら
第
六
十
九
章
ま
で
は
疾

病
・
症
候
に
つ
い
て
の
各
論
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
二
～
一
九
・

二
十
二
～
三
十
七
・
四
十
九
～
五
十
四
章
で
は
い
わ
ゆ
る
内
科
的

な
疾
患
、
第
二
十
、
二
十
一
章
で
は
魔
物
（
プ
フ
ー
タ
）
に
取
り
輝

か
れ
た
た
め
に
生
じ
る
と
さ
れ
る
疾
患
、
第
三
十
八
～
四
十
八
・

五
十
五
章
で
は
い
わ
ゆ
る
外
科
的
な
疾
患
・
外
傷
、
第
五
十
六
～
六
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十
章
で
は
頚
部
か
ら
上
の
部
位
の
局
所
的
な
疾
患
、
第
六
十
一

～
六
十
八
章
で
は
産
科
・
小
児
科
的
な
疾
患
、
第
六
十
九
章
で
は

毒
物
に
よ
る
疾
患
・
中
毒
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
他
に
、

補
遺
と
し
て
後
代
に
数
章
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
『
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・
ニ
ダ
ー
ナ
』
で
扱
わ
れ
て
い
る
疾
病
と
症
候

は
、
イ
ン
ド
医
学
の
八
分
科
（
①
身
体
治
療
、
②
局
所
外
科
、
③
一
般

外
科
、
④
解
毒
法
、
⑤
魔
物
学
、
⑥
産
科
・
小
児
科
、
⑦
長
生
法
、
⑧
強

精
法
）
の
う
ち
、
長
生
法
と
強
精
法
を
除
く
六
分
科
の
対
象
と
さ
れ

る
も
の
を
ほ
ぼ
全
て
網
羅
し
て
い
る
。

「
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・
ニ
ダ
ー
ナ
」
に
対
し
て
、
後
に
多
く
の
注
釈
文

献
が
著
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
特
に
重
要
で
、
最
も
古
い
注
釈
は
、

十
二
世
紀
頃
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
ラ
ク
シ
ダ
と
そ
の
弟
子
シ
ュ
リ
ー
ヵ

ン
タ
ダ
ッ
タ
に
よ
る
「
マ
ド
ゥ
・
コ
ー
シ
ャ
』
で
あ
る
。
こ
の
害

は
、
そ
れ
以
前
に
現
れ
た
イ
ン
ド
医
学
書
と
注
釈
書
、
さ
ら
に
は

イ
ン
ド
哲
学
書
等
を
も
引
用
し
つ
つ
、
と
も
す
れ
ば
簡
潔
に
過
ぎ

る
『
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・
ニ
ダ
ー
ナ
」
の
各
韻
文
の
内
容
に
つ
い
て
様
々

な
角
度
か
ら
詳
細
に
注
を
施
し
て
い
る
。

三
注
釈
文
献

四
結

「
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・
ニ
ダ
ー
ナ
」
と
そ
の
注
釈
文
献
「
マ
ド
ゥ
・
コ

ー
シ
ャ
」
に
引
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
に
は
、
現
在
で
は
書

名
だ
け
が
知
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の

も
少
な
く
な
い
。
こ
の
意
味
か
ら
も
両
書
は
、
イ
ン
ド
医
学
史
を

研
究
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
合
わ
せ
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
イ
ン
ド
医
学
の
疾
病
分
類
と
病
理
論
の
歴
史
的
な
展
開
の
一

端
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
京
都
学
園
大
学
）


